
まちの人口【住民基本台帳人口】（平成 22 年４月１日現在）

総人口 18,728 人（△ 90）　男 9,085 人（△ 39）　女 9,643 人（△ 51）　世帯数 6,948 世帯（△ 9）※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

平成 22 年度予算が成立しました　　　　　 ・・・②、③

２０１０年度 人事異動　　　　　　　　　 ・・・④、⑤

狂犬病予防注射のお知らせ　　　　　　 　 ・・・⑩、⑪

国民年金相談会を開催します  　　　　　  ・・・⑭

新しい総合振興計画の策定が始まります　  ・・・⑮

続・『やまはく』
　～今年も続く南会津やまなみ泊覧会　　  ・・・⑳

『ただいまを言いたくて、おかえりを聞きたくて』

南会津やまなみ“泊”覧会　開催中 !!

http://www.yamahaku.jp/ 

検索

クリック！

やまはく

2010 年４月号 № 49

３月２８日に行われた、スパトライアスロン南会津大会の

一幕。その他にも、３月２６～２８日にかけて、足湯サミッ

ト、秘湯フォトアスロンなど、さまざまな関連イベントが

行われ、遠くは九州地方からの参加者も。

浴衣姿で全力疾走
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平
成
22
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

　
　
　
　
　

～
今
を
的
確
に
支
え
、
未
来
に
備
え
る
政
策
実
行
～

　

平
成
22
年
度
予
算
編
成
は
、
平
成
21
年
度
の

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
、
繰
越
事
業
と
の
切
れ
目
の

な
い
予
算
編
成
に
努
め
、
産
業
間
の
連
携
強
化

に
よ
る
南
会
津
経
済
の
元
気
回
復
と
雇
用
創
出

に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
将
来
に
夢
ひ
ら
く
安
心

の
助
け
合
い
を
基
本
に
、
「
今
を
的
確
に
支
え
、

未
来
に
備
え
る
政
策
実
行
」
を
政
策
目
標
と
し

て
、

　

①
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

②
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に

　

③
町
民
の
笑
顔
溢
れ
る
生
活
の
た
め
に

　

④
明
る
く
元
気
な
南
会
津
っ
子
の
た
め
に

　

⑤
信
頼
さ
れ
る
明
日
の
た
め
に

の
５
つ
の
重
点
施
策
を
柱
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
で
は
、
町
税
や
地
方

譲
与
税
が
減
少
す
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

事
業
の
重
点
選
別
に
努
め
な
が
ら
、
経
常
経
費

の
徹
底
し
た
削
減
を
行
う
と
と
も
に
、
町
債
の

借
り
入
れ
を
一
定
額
に
抑
え
る
な
ど
の
予
算
規

模
の
圧
縮
を
図
り
、
前
年
度
と
な
る
平
成
21
年

度
の
当
初
予
算
に
対
し
、
３
．
６
％
の
減
少
と

な
る
、
１
１
４
億
６
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま

た
、

特

別

会

計

は

７

会

計

で
、

52

億

10

万

円
、

公

営

企

業

会

計

は

１

会

計

で
、

２
億
１
９
９
６
万
円
、

全
会
計
で
は
、

１
６
８
億
８
０
０
６
万
円
の
予
算
規
模
と
な
り

ま
し
た
。

歳 入

自主財源 依存財源　9,484,304　（82.8％）

自主財源　1,975,696　（17.2％）

町税
1,456,982
（12.7％）

繰入金　　95,531　（0.8％）

繰越金　　30,000　（0.3％）

諸収入　 165,649　（1.4％）

その他　 227,534　（2.0％）

県支出金　　684,353　（6.0％）

国庫支出金　586,753　（5.1％）

その他　　　518,998　（4.6％）

地方交付税
6,123,000
（53.4％）

町債
1,571,200
（13.7％）

単位：（千円）

会 計 名 本 年 度 予 算 額
対前年比
（％）

一 般 会 計 114 億 6000 万円 △ 3.6

国民健康保険特別会計 23 億 1100 万円 2.7

老 人 保 健 特 別 会 計 10 万 5000 円 △ 96.3

後期高齢者医療特別会計 2億 1200 万円 △ 4.9

介 護 保 険 特 別 会 計 15 億 8100 万円 2.3

農林業集落排水特別会計 1億 6400 万円 △ 21.9

公共下水道事業特別会計 3億 7900 万円 △ 7.3

簡易水道事業特別会計 5億 5300 万円 △ 13.9

水 道 事 業 会 計 2億 1995 万 7000 円 △ 24.0

合 計 168 億 8006 万 2000 円 △ 3.3

平成 22 年度 一般会計および特別会計予算総括表

平成 22 年度予算総額

168 億 8006 万円
（前年比 5 億 8183 万円減）

平
成
22
年
度
の
南
会
津
町
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
年
度
の
予
算

は
、
１
６
８
億
８
０
０
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
、

５
億
８
１
８
３
万
円
の
減
額
、
前
々
年
度
と
比
較
す
る
と
22
億
５
３
０
９
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（一般会計）
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歳出【性質別】

義務的経費　5,032,548（43.9％）

投資的経費　1,371,965（12.0％）

その他の経費　5,055,487（44.1％）

単位：（千円）

人件費
2,460,049
（21.4％）

公債費
1,927,725
（16.8％）

物件費
1,576,977
（13.8％）

補助費等
1,725,208
（15.1％）

繰出金
892,657
（7.8％）

普通建設事業費等
1,371,965
（12.0％）

扶助費 644,774（5.6％） 維持補修費 　　　　　　　　305,911（2.7％）
投資及び出資金・貸付金他　 554,734（4.8％）

歳出【目的別】

民生費
2,418,655
（21.1％）

公債費
1,927,725
（16.8％）

土木費
1,112,930
（9.7％）

衛生費
898,095

（7.8％）

教育費
990,818

（8.6％）

総務費
1,969,426
（17.2％）

商工費　　　　499,249　（4.4％）

農林水産業費　734,381　（6.4％）

消防費　527,696　（4.6％）

その他　381,025　（3.4％）

単位：（千円）

≪平成 22 年度の主な事業≫

平成 22 年度は、５つの重点施策に基づき、

次の主な事業を行っていきます。

　南会津町の第２ステージに向けて世代や領

域の垣根を越えた人と人との融合によるまち

づくりを実践し、町民の皆さまが「この町に

住んでよかった」と感じてもらえるよう、全

職員と力を合わせて町政の執行に取り組んで

いきます。

（一般会計）

（一般会計）

地域の特性を活かしたまちづくりのために

地域の特性を活かしたまちづくりのために、産

業振興と地域間交流の推進を進めていきます

■主な事業

　・雇用対策事業（1億 9414 万円）

地域における雇用機会の創出と離職者への

就業機会の提供

　・新物流システム構築事業（200 万円）

物産品の配送料を全国一律 500 円とする

物流システムの配送料実費差額負担

町民の笑顔あふれる生活のために

町民の笑顔あふれる生活のために、保健・医療・

福祉の充実を進めていきます

■主な事業

　・地域安心助け合い
　　　　　　ネットワーク事業（189 万円）

集会所を利用した地域内の交流や健康事業

等を通し高齢者や在宅での介護従事者等の

支援を行う

　・田島地域統合保育所
　　　　　　建設事業（3億 4601 万円）

田島地域 3保育所の統合（建築主体工事、

外構工事、太陽光発電設備工事等）

安全で快適な暮らしのために

安全で快適な暮らしのための生活基盤と生活環

境の充実を進めていきます

■主な事業

　・消防機能別団員導入事業（330 万円）

町消防団機能別団員（先遣隊）を導入す

る際の隊員貸与品、費用弁償等の経費

　・共聴施設地上デジタル放送
　　　　　　　　　改修事業（810 万円）

町内テレビ共同受信組合が、地上デジ

タル放送の受信設備改修工事を行う際

の組合負担分を町が助成

明るく元気な南会津っ子のために

明るく元気な南会津っ子のための教育・文化の

振興策に取り組んでいきます

■主な事業

　・ダイナミック南会津（500 万円）

創作演劇による情操豊かな青少年を育成

　・学習サポート事業（3807 万円）

通信添削教材、インターネットを利用し

たライブ授業等を、中学校５校で実施

信頼される明日のために

信頼される明日のために、行政と住民との協働、

効率的行財政運営に努めていきます

■主な事業

　・一般財団法人南会津町総合支援センター
　　　　　　　　運営費補助事業（3598 万円）

舘岩地域をモデルケースとして新たに一般

財団法人を設立し、町の共同運営者として、

住民満足度の向上、雇用創出、所得向上、

人材育成等を目指す
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【
課
長
相
当
職
】

▽
環
境
水
道
課
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
星
惠
助
▽
農
林
課
長
（
舘

岩
総
合
支
所
振
興
課
長
）
渡
部
龍
一

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
学
校
教

育
課
長
）
齋
藤
友
一
▽
学
校
教
育
課

長
（
住
民
生
活
課
長
補
佐
・
国
保
年

金
係
長
）
原
田
稔
▽
舘
岩
総
合
支
所

長
・
総
務
課
長
（
舘
岩
総
合
支
所
長
・

総
務
課
長
・
舘
岩
会
館
長
【
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
舘
岩
所
長
】
）
星
安
晴

▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長
（
農
林

課
長
）
角
田
厚
▽
伊
南
総
合
支
所
振

興
課
長
（
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
長

補
佐
・
総
務
係
長
）
酒
井
敬
三
▽
教

育
委
員
会
伊
南
分
室
長
・
伊
南
村
史

編
さ
ん
室
長
・
伊
南
武
道
館
長
・
伊

南
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育
委
員

会
伊
南
分
室
長
・
伊
南
村
史
編
さ
ん

室
長
・
伊
南
武
道
館
長
・
伊
南
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
・
伊
南
総
合
支
所
総

務
課
主
幹
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊

南
事
務
局
長
】
）
星
善
光
▽
南
郷
総

合
支
所
住
民
課
長
・
南
郷
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
口
保
育
所
長
（
伊

南
総
合
支
所
振
興
課
長
）
星
正
信
▽

教
育
委
員
会
南
郷
分
室
長
・
奥
会
津

博
物
館
南
郷
館
長
・
南
郷
体
育
館
長

（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課
長
・
南
郷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
口
保

育
所
長
）
馬
場
信
義
▽
ひ
か
り
保
育

所
長
・
田
部
原
保
育
所
長
（
ひ
か
り

保
育
所
長
・
檜
沢
保
育
所
長
）
湯
田

文
則
▽
檜
沢
保
育
所
長
・
主
任
保
育

士
（
檜
沢
保
育
所
長
補
佐
・
主
任
保

育
士
）
星
光
子
▽
本
庁
総
務
課
主
幹

（
環
境
水
道
課
長
）
杉
原
一
成

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
本
庁
総
務
課
長
補
佐
・
行
政
経
営

係
長
（
議
会
事
務
局
長
補
佐
・
議
事

係
長
）
馬
場
秀
成
▽
税
務
課
長
補

佐
・
課
税
係
長
（
南
郷
総
合
支
所
振

興
課
長
補
佐
・
農
林
建
設
係
長
）
長

沼
宏
▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
・
国
保

年
金
係
長
（
環
境
水
道
課
主
任
主

査
・
業
務
係
長
）
梅
宮
昭
広
▽
健
康

福
祉
課
長
補
佐
・
社
会
福
祉
係
長
・

檜
沢
保
育
所
長
補
佐
（
健
康
福
祉
課

長
補
佐
・
社
会
福
祉
係
長
）
室
井
智

▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
・
観
光
交
流

係
長
（
建
設
課
長
補
佐
・
都
市
計
画

係
長
）
相
原
盛
隆
▽
議
会
事
務
局
長

補
佐
・
議
事
係
長
（
本
庁
総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
経
営
係
長
）
星
欣
一
▽

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐
・
農

林
建
設
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
・
課

税
係
長
）
星
不
二
夫
▽
伊
南
総
合
支

所
総
務
課
長
補
佐
・
総
務
係
長
（
南

郷
総
合
支
所
住
民
課
長
補
佐
・
住
民

生
活
係
長
）
五
十
嵐
正
雄
▽
伊
南
保

育
所
長
補
佐
・
主
任
保
育
士
（
荒
海

保
育
所
主
任
保
育
士
）
芳
賀
ひ
と
み

▽
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
長
補
佐
・

税
務
係
長
（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課

長
補
佐
・
税
務
係
長
・
税
務
課
長
補

佐
）
居
倉
雅
彦
▽
環
境
水
道
課
主
任

主
査
・
業
務
係
長
（
住
民
生
活
課
主

任
主
査
・
消
防
交
通
係
長
）
渡
部
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▽
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
・
介
護

保
険
係
長
（
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係
長
）
渡
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洋
三
▽
生
涯
学
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課
主
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主
査
・
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会
教
育
係
長
（
商
工
観

光
課
主
任
主
査
【
都
市
交
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担
当
】
）

小
寺
冨
士
子
▽
舘
岩
総
合
支
所
総
務

課
主
任
主
査
・
総
務
係
長
（
舘
岩
総

合
支
所
振
興
課
主
任
主
査
・
農
林
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設
係
長
）
星
利
充
▽
伊
南
総
合
支
所

住
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課
主
任
主
査
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住
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生
活
係

長
（
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
主
任
主

査
・
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長
）
河
原
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▽
学

校
教
育
課
主
任
主
査
（
環
境
水
道
課

主
任
主
査
）
小
林
礼
子
▽
荒
海
保
育

所
主
任
保
育
士
（
田
部
原
保
育
所
主

任
保
育
士
）
大
竹
富
士
子
▽
田
部
原

保
育
所
主
任
保
育
士
（
伊
南
保
育
所

主
任
保
育
士
）
室
井
恵
美

【
係
長
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係
長
（
伊

南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
【
地
域
協

議
会
担
当
】
）
平
野
芳
和
▽
住
民
生

活
課
消
防
交
通
係
長
（
舘
岩
総
合
支

所
総
務
課
総
務
係
長
）
渡
部
浩
明
▽

環
境
水
道
課
下
水
道
係
長
（
建
設
課

主
査
）
渡
辺
健
二
▽
建
設
課
都
市
計

画
係
長
（
環
境
水
道
課
下
水
道
係
長
）

渡
部
敏
明
▽
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
・

税
務
課
税
務
係
長
（
南
郷
総
合
支
所

振
興
課
主
査
【
地
域
協
議
会
担
当
】
）

星
英
和
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
農

林
建
設
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
住
民

課
住
民
生
活
係
長
）
酒
井
浩
哉
▽
南

郷
総
合
支
所
住
民
課
住
民
生
活
係
長

（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）
斎
藤

由
美
▽
総
合
政
策
課
主
査
【
鉄
道
利

用
活
性
化
担
当
】
（
本
庁
総
務
課
係
長

【
台
東
区
派
遣
】
）
渡
部
秀
介
▽
伊
南

総
合
支
所
振
興
課
主
査
【
地
域
協
議

会
担
当
】
（
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

長
）
山
内
秀
剛
▽
南
郷
総
合
支
所
振

興
課
主
査
【
地
域
協
議
会
担
当
】
（
税

務
課
主
査
）
八
木
沢
誠
二
▽
本
庁
総

務
課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課

主
査
）
近
藤
美
和
▽
本
庁
総
務
課
主

査
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
渡
部
和
臣

▽
本
庁
総
務
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）

阿
部
勝
彦
▽
総
合
政
策
課
主
査
（
伊

南
総
合
支
所
総
務
課
主
査
【
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
伊
南
】
）
佐
藤
隆
士
▽
総

合
政
策
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

田
島
】
（
農
林
課
主
査
）
長
沼
正
憲
▽

税
務
課
主
査
（
商
工
観
光
課
主
査
）

阿
久
津
勝
英
▽
住
民
生
活
課
主
査
（
税

務
課
主
査
）
中
島
良
▽
健
康
福
祉
課

保
健
技
査
（
住
民
生
活
課
保
健
技
査
）

渡
部
和
子
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
農

林
課
主
査
）
渡
部
さ
つ
き
▽
農
林
課

主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）

盛
清
隆
▽
農
林
課
主
査
（
総
合
政
策

課
主
査
）
星
博
文
▽
農
林
課
主
査
（
建

設
課
主
査
）
樋
口
哲
也
▽
商
工
観
光

課
主
査
（
本
庁
総
務
課
主
査
）
栗
橋

三
枝
▽
商
工
観
光
課
主
査
（
生
涯
学

習
課
主
査
）
舟
木
浩
隆
▽
建
設
課
主

査
（
農
林
課
主
査
）
白
川
秀
一
▽
建

設
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

主
査
）
大
山
幸
祐
▽
環
境
水
道
課
主

査
（
教
育
委
員
会
舘
岩
分
室
主
査
）

丸
山
英
司
▽
環
境
水
道
課
主
査
（
南

郷
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
馬
場
英

樹
▽
環
境
水
道
課
主
査
（
総
合
政
策

課
主
査
）
五
十
嵐
正
喜
▽
学
校
教
育

課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
林
明

宏
▽
生
涯
学
習
課
主
査
（
本
庁
総
務

課
主
査
）
大
竹
正
一
▽
生
涯
学
習
課

主
査
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主

査
）
馬
場
芳
男
▽
舘
岩
総
合
支
所
振

興
課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課

主
査
）
宇
都
宮
英
幸
▽
教
育
委
員
会

舘
岩
分
室
主
査
（
舘
岩
総
合
支
所
住

民
課
主
査
）
星
加
奈
子
▽
伊
南
総
合

支
所
総
務
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
伊
南
】
（
税
務
課
主
査
）
平
野

知
則
▽
伊
南
総
合
支
所
総
務
課
主
査

（
健
康
福
祉
課
主
査
）
目
黒
か
お
る

▽
税
務
課
・
伊
南
総
合
支
所
主
査
（
税

務
課
・
南
郷
総
合
支
所
主
査
）
齋
藤

清
▽
税
務
課
・
伊
南
総
合
支
所
主
査

（
税
務
課
・
南
郷
総
合
支
所
主
査
）

阿
久
津
政
臣
▽
南
郷
総
合
支
所
総
務

課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主

査
）
五
十
嵐
光
▽
南
郷
総
合
支
所
振

興
課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）
馬

場
信
行
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主

査
（
農
林
課
主
査
）
橘
一
明
▽
南
郷

総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
学
校
教
育

課
主
査
）
平
野
貴
司
▽
南
郷
総
合
支

所
住
民
課
主
査
（
南
郷
総
合
支
所
総

人事異動
２０1０

　４月１日付人事異動の

　お知らせをします
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務
課
主
査
）
五
十
嵐
宣
彦
▽
農
林
課

主
査
（
農
林
課
副
主
査
）
山
内
大
和

▽
建
設
課
主
査
（
建
設
課
副
主
査
）

湯
田
高
史

【
係
員
相
当
職
】

▽
税
務
課
副
主
査
（
住
民
生
活
課
副

主
査
）
渡
邊
貴
恵
▽
健
康
福
祉
課
副

保
健
技
査
（
南
郷
総
合
支
所
住
民
課

副
保
健
技
査
）
上
島
雅
▽
健
康
福
祉

課
副
保
健
技
査
（
健
康
福
祉
課
保
健

師
）
今
野
円
▽
農
林
課
副
主
査
（
本

庁
総
務
課
主
事
）
室
井
隆
宏
▽
総
合

政
策
課
主
事
（
会
計
室
主
事
）
室
井

成
美
▽
住
民
生
活
課
主
事
（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
事
）
星
太
樹
▽
荒
海

保
育
所
保
育
士
（
山
口
保
育
所
保
育

士
）
佐
藤
若
奈
▽
会
計
室
主
事
（
伊

南
総
合
支
所
住
民
課
主
事
）
馬
場
美

幸
▽
生
涯
学
習
課
主
事
（
住
民
生
活

課
主
事
）
渡
部
浩
一
▽
南
郷
総
合
支

所
総
務
課
主
事
（
住
民
生
活
課
主

事
）
平
野
宗
則

【
技
能
労
務
職
】

▽
田
島
小
学
校
主
任
調
理
員
（
針
生

小
学
校
主
任
調
理
員
）
湯
田
エ
イ
子

▽
荒
海
小
学
校
主
任
用
務
員
（
田
島

小
学
校
主
任
用
務
員
）
児
山
和
代
▽

舘
岩
中
学
校
主
任
用
務
員
（
舘
岩
総

合
支
所
総
務
課
主
任
用
務
員
）
君
島

美
千
代
▽
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
兼

舘
岩
幼
稚
園
主
任
用
務
員
（
舘
岩
中

学
校
主
任
用
務
員
）
齋
藤
恵
智
子
▽

伊
南
中
学
校
主
任
用
務
員
（
伊
南
中

学
校
用
務
員
）
馬
場
利
江
▽
田
島
小

学
校
用
務
員
（
荒
海
小
学
校
用
務

員
）
星
千
代
江

渡辺仁前副町長退任のあいさつ
　先月まで南会津町の副町長をして

おりました渡辺　仁です。

　この４月１日付けで福島県商工労

働部企画主幹を命ぜられ、過日着任

いたしました。

　平成２０年４月１日の副町長就任

以来、２年間という短い期間ではあ

りましたが、町民の皆さまには、公

私にわたり大変お世話になりました。

　この間、「やまなみ泊覧会」をはじ

め、町の数々の重要施策に関わらせ

ていただき、これらの事業を通じて、

また地域の方々から、さまざまなことを学ばせていただきました。

　南会津町は、町村合併により、その広大な面積に、各地域それ

ぞれの食文化や伝統、永く伝承されてきた知恵や技術、そして緑

豊かな森林など、多くの地域資源（可能性）を有しています。こ

れまで、各地域 (集落 )が、地域資源の活用に取り組まれ、その

成果として着実に取り組みが広がりつつあります。今後は、これ

らの取り組みを、点と点から線へとつなぎ合わせ、お互いが響き

合いながら、そしてお互いを高め合うことで南会津町をさらに発

展させていただきたいと存じます。

　私も、新たな職場で、この町で学ばせていただいた「現場の声

を聞くこと」、「関係者との連携（縦糸に横糸を通すこと）」の重

要性をしっかりと胸に刻み、実践に活かしてまいりたいと思って

おります。

　南会津町には、都会では失われつつある「人の温かさ」があり

ます。私も幾度となく実感し、そして支えとなりました。これま

で町民の方々からいただきました、たくさんの御厚情に心より感

謝申し上げ、また南会津町の限りない飛躍をお祈り申し上げ、退

任のあいさつとさせていただきます。皆さま、本当にありがとう

ございました。

【
派
遣
】

▽
本
庁
総
務
課
主
幹
【
一
般
財
団
法

人
南
会
津
町
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
】
（
教
育
委
員
会
南
郷
分
室

長
・
奥
会
津
博
物
館
南
郷
館
長
・
南

郷
体
育
館
長
）
湯
田
順
一
▽
本
庁
総

務
課
主
幹
【
み
な
み
や
ま
観
光
株
式

会
社
企
画
部
長
】
（
本
庁
総
務
課
主

幹
【
株
式
会
社
南
会
津
観
光
公
社
企

画
部
長
】
）
室
井
竜
典
▽
本
庁
総
務

課
主
幹
【
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
検

討
対
策
室
長
】
（
本
庁
総
務
課
長
補

佐
【
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
検
討
対
策

室
長
補
佐
】
）
渡
部
正
義
▽
本
庁
総

務
課
長
補
佐
【
南
会
津
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
長
】
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
・
観
光
交
流
係
長
）
渡
部
浩

治
▽
本
庁
総
務
課
主
任
主
査
【
一
般

財
団
法
人
南
会
津
町
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
】
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
主

任
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
舘

岩
】
）
大
山
正
幸
▽
本
庁
総
務
課
主

査
【
一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
】
（
舘
岩
総
合
支

所
総
務
課
主
査
【
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
舘
岩
】
）
小
勝
秀
勝
▽
本
庁
総

務
課
主
査
【
福
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
】
（
本
庁
総
務
課
主
査

【
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
】
）
猪
股
雅
勝
▽
本
庁
総
務
課
主

事
【
福
島
県
派
遣
】
（
商
工
観
光
課

主
事
）
佐
藤
亜
衣

◇
新
規
採
用

▽
総
合
政
策
課
主
事
藤
澤
奈
々
恵
▽

税
務
課
主
事
山
越
貴
幸
▽
住
民
生
活

課
主
事
渡
部
絵
美
▽
商
工
観
光
課
主

事
渡
部
竹
美
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

主
事
菊
地
正
彦
▽
学
校
教
育
課
主
事

目
黒
拓

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

星
美
矢
子
（
田
部
原
保
育
所
長
）
小

池
美
恵
子
（
健
康
福
祉
課
主
任
主

査
）
五
十
嵐
力
野
（
学
校
教
育
課
主

任
主
査
）
星
な
か
子
（
舘
岩
総
合
支

所
住
民
課
主
任
保
健
技
査
）
酒
井
菊

夫
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
兼
農
林

課
主
任
主
査
）
馬
場
公
江
（
南
郷
総

合
支
所
住
民
課
主
任
保
健
技
査
）
湯

田
せ
い
子
（
ひ
か
り
保
育
所
主
任
用

務
員
）
目
黒
君
子
（
田
島
小
学
校
主

任
調
理
員
）
星
諭
（
教
育
委
員
会
伊

南
分
室
主
任
運
転
手
）
馬
場
き
よ
み

（
南
郷
第
一
小
学
校
主
任
調
理
員
）

大
桃
英
樹
（
総
合
政
策
課
主
査
）
植

村
翔
子
（
荒
海
保
育
所
保
育
士
）
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がんばっています舘岩中学校

　第 54 回県書きぞめ展 最高学校賞受賞・平成 21 年度食育推進実践校 優秀賞受賞

　舘岩中学校が、第 54 回県書きぞめ展で最高学校賞と、
平成 21 年度食育推進実践校として優秀賞を受賞しまし
た。
　小・中学校国語科書写、高等学校芸術科書道の正し
い伸展を図るため、第 54 回福島県書きぞめ展が行われ、
最高学校賞を舘岩中学校が受賞し、書きぞめ大賞に芳
賀実乃里さん（中２）が、書きぞめ準大賞に赤松明李
さん（中３）と阿久津望さん（中１）がそれぞれ輝き
ました。
　また、県教育委員会から、菅家栄養士らによる朝食
摂取率１００％週間運動をはじめとする特色ある食育
推進の成果が認められ、優秀賞を受賞しました。
　舘岩中学校の皆さん、おめでとうございます。

受賞を喜ぶ　左から和田先生、赤松さん、

芳賀さん、阿久津さん、室井校長

南会津産材・県産材を使用した木造住宅等の建築に奨励金授与式

■３月３１日

　本庁で、南会津町地域経済活性化対策奨励金の授与
式が行われ、山内英樹さん、渡部陣一さんに奨励金が
町長から手渡されました。
　地域経済活性化対策奨励金は、自然・歴史・文化と
調和した住宅等の環境整備や、木材の地産地消の推進、
そして、住宅関連産業・商業を中心として地域経済の
活性化を目的とした制度です。地域産材を一定の割合
以上使用すると、町から奨励金として商工会等が発行
する商品券を支給しています。
　平成２１年度は、４件の建築物に対し奨励金が支給
されました。
　なお、当制度に関するお問い合わせは、本庁商工観
光課（℡６２－６２００）まで。

奨励金（商品券）が授与された山内さん（左）
と渡部さん（右）

南会津地方統計協会長表彰 優良統計調査員表彰

賞状と記念品を受け取る大竹さん（右）

■３月１日

　本庁で、南会津地方統計協会による優良統計調査員

表彰が行われました。

　表彰を受けたのは、星顯治さん、大竹磯夫さんの２

名でした。お２人は、それぞれ９年、８年と長い間統

計調査に従事し、調査の重要性をよく理解し、正確な

統計作りに努力するなど、調査員として他の調査員の

模範となっていることから、今回の受賞となりました。

　星さん、大竹さんおめでとうございます。
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退職者へ感謝状贈呈

■３月３１日

　退職者への感謝状贈呈式が本庁舎で行われました。

　町長から県に復帰する渡辺副町長、そして在職２０

年以上の職員に感謝状が手渡されたのち、退職する職

員１３名それぞれに、感謝、そして激励の言葉が贈ら

れました。その後、退職者には、職員から花束が贈られ、

通いなれた職場を後にしました。

　退職者の皆さん、長い間、本当にありがとうござい

ました。

退職者の皆さん、おつかれさまでした

「みなみやま観光株式会社」スタート

みなみやま観光株式会社が誕生しました

■４月１日

　会津田島駅ステーションプラザ内にある事務所で、

新会社「みなみやま観光株式会社」の発足式が行われ

ました。

　「みなみやま観光株式会社」は、町内の第３セクター

である、南会津観光公社、会津高原夢開発、ＩＮＡ、

さゆりの里の４社が経営効率のアップ等を目的に、統

合しました。

　ステーションプラザ２階の事務所前で行われた除幕

式には、高橋正志社長、町長、渡部康吉町議会議長、

渡辺典雄南会津地方振興局長が新しい看板を除幕しま

した。

　「みなみやま観光株式会社」は、温泉・宿泊施設、スキー

場、直売所・レストランの運営をはじめ、観光事業や、

地域特産物の生産・加工・販売などを行っていきます。

ロゴは、みなみやまの頭

文字「ｍ」をイメージし

たデザインで、２枚の葉

で豊かな自然を表現して

います。

また、左上の赤い丸は、太陽で、迎え入れる人

の心の温かさ、やさしい心、歓迎する心を表現

しています。

健康と運動の大切さを学ぶことができた講演会の様子

『一般財団法人 南会津町総合支援センター』業務開始

■４月１日

　『一般財団法人 南会津町総合支援センター』が業務
を開始しました。
　南会津町総合支援センターは、これまで総合支援セ
ンター舘岩が行っていた業務を継承するほか、（財）た
ていわ農業公社の業務の一部を取り込み、南会津町の
協働経営者として地域性を考慮した新たな公共サービ
スや、地域の皆さんが求める質の高い住民サービスの
向上をはじめ、地域活動や登録団体等の活動支援によ
り雇用創出、所得の向上、人材育成等に寄与すること
を目的として各種業務に取り組んでいきます。
　これまで同様、地域に密着し、住民の皆さんと協働
で地域の活性化を目指していきます。今後ともご理解
とご協力をお願いします。

新しく掲げられた「一般財団法人 南会津町総合支
援センター」の看板
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自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
頃

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
最

寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
納
期
限
の
平
成
22
年
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き
の
領
収

書
に
は
、
自
動
車
税
の
継
続
検
査
用
（
車
検

用
）
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
お
り
車
検
時
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

積
雪
地
域
の
軽
減
税
率
特
例
措
置
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廃
止
に
な
り
ま
す

　

当
町
の
舘
岩
地
域
、
伊
南
地
域
、
南
郷
地

域
に
住
所
の
あ
る
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
積
雪

に
よ
っ
て
一
定
期
間
自
動
車
を
運
行
で
き
な

い
地
域
を
対
象
と
し
て
自
動
車
税
の
税
率
の

特
例
措
置
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
除
雪
体

制
の
充
実
等
に
よ
り
１
ヶ
月
以
上
運
行
不
能

と
な
っ
て
い
る
地
域
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
平
成
22
年
度
以
降
の
自
動
車

税
か
ら
税
率
の
特
例
措
置
を
廃
止
し
、
他
の

地
域
と
同
様
に
通
常
の
税
率
を
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

御
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の(

※)

に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を
減

免
し
て
い
ま
す
。
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が

い
の
範
囲
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
及
び
戦
傷

病
者
手
帳
の
等
級
等
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
要
件
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
関
係
書

類
を
整
え
た
う
え
で
、
納
期
限
（
平
成
22
年

５
月
31
日
（
月
）
）
ま
で
に
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
納

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
全
額
を
減
免
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
22
年
４
月
１
日
以
後
に
手
帳
の

交
付
を
受
け
減
免
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
翌
年
２
月
末
日
ま
で

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
日
に
応
じ
て

月
割
に
よ
り
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
、
原
則
と

　

し
て
４
月
１
日
午
前
零
時
現
在
の
車
検
証

　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者(

所
有
権
留

　

保
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
使
用
者)

が
障

　

が
い
者
ご
本
人
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

(

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
、
知
的
障

　

が
い
者
及
び
精
神
障
が
い
者
を
除
く)

。

　

ま
た
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
自
動
車
は
、

　

軽
自
動
車
も
含
め
障
が
い
者
１
人
に
つ
き

　

１
台
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
２

東
部
聖
苑
（
火
葬
場
）
の
使
用
に
つ
い
て

　

東
部
聖
苑
（
火
葬
場
）
の
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
「
な
く
な
っ
た
方
の
住
所
」

808

℡

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

　
　

夏
休
み
海
外
派
遣　

参
加
者
募
集
中

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際
青

少
年
研
修
協
会
で
は
、
10
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互

い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で

の
参
加
が
８
割
以
上
、
は
じ
め
て
の
海
外

だ
っ
た
方
が
６
割
以
上
で
す
。
事
前
研
修
会

で
は
、
仲
間
作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化

　

交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
な
ど

■
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　

ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ

　

ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
程

　

７
月
23
日
（
金
）
～
８
月
15
日
（
日
）

※
事
業
に
よ
り
日
程
は
多
少
異
な
り
ま
す
。

■
対
象

　

小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年
生
ま
で

■
説
明
会

　

平
成
21
年
５
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　

福
島
テ
ル
サ　

会
議
室 

す
り
か
み

　

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

　

http://www.kskk.or.jp/

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
を

行
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
６

月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申

告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い

て
、
７
月
12
日
ま
で
に
最
寄
の
銀
行
、
郵
便

局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お

い
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
７

℡

℡℡ ア

問

問問

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

自
動
車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

田
島
下
郷
町
衛
星
組
合
か
ら
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・
デ
ジ
タ
ル　

コ
ン
テ
ン
ツ
部
門

　
　

平
成
22
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
８
月
27
日
（
金
）
【
必
着
】

　

・
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門

　
　

平
成
22
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
８
月
20
日
（
金
）
【
必
着
】

■
各
賞

　

・
グ
ラ
ン
プ
リ
（
福
島
県
知
事
賞
）
各
部

　
　

門
１
点
…
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
奨
学
金

　
　

と
し
て
30
万
円
）

　

・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
実
行
委
員
会
会
長
賞
）

　
　

各
部
門
１
点
…
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
奨

　
　

学
金
と
し
て
20
万
円
）

　

・
そ
の
他
松
本
零
士
賞
、
矢
沢
久
雄
賞
な

　
　

ど
各
賞

■
本
選
参
加
経
費
の
補
助

　

本
選
参
加
に
係
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費

　

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
主
催
者
が
全

　

額
補
助
し
ま
す
。

■
本
選
参
加
者
負
担
金
（
選
手
及
び
引
率
者
）

　

県
外
参
加
チ
ー
ム
：

　
　
　
　
　

１
人
１
０
０
０
０
円

　

県
内
参
加
チ
ー
ム
：

　
　
　
　
　

１
人
５
０
０
０
円

　

全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

〒
９
６
５
｜
８
５
８
０

　

福
島
県
会
津
若
松
市
一
箕
町
鶴
賀
字
上
居

　

合
９
０　

会
津
大
学
内

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
３
２

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
４
６

　

pc-project@pref.fukushima.jp

　

す
で
に
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
で
、
受
信

機
の
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
も
、
担
当
窓
口

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
戸
別
受
信
機
の
貸
与･

設
置
に
か
か
る
経

　

費
は
、
町
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

　

本
庁　

住
民
生
活
課
消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

「
第
８
回
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集
！

　

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
１
０
「
第
８
回
全

国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
開
催
日

　

平
成
22
年
11
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
）

■
開
催
場
所

　

会
津
大
学
（
会
津
若
松
市
）

■
募
集
部
門

　

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門

　
　
　
　
　
　

～
め
ざ
せ
！
全
国
制
覇
～

　

・
デ
ジ
タ
ル　

コ
ン
テ
ン
ツ
部
門

　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
ま
ち
」

　

・
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門

　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
「
わ
た
し
の
ま
ち
」

■
参
加
申
込
期
間

　

平
成
22
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
７
月
30
日
（
金
）
【
必
着
】

■
作
品
募
集
期
間

　

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門

　
　

平
成
22
年
６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
７
月
30
日
（
金
）
【
必
着
】

・
福
島
市

　

平
成
22
年
５
月
12
日
（
水
）
10
時
～
15
時

　

福
島
県
弁
護
士
会
館

　

０
２
４
（
５
３
６
）
２
７
１
０

・
白
河
市

　

平
成
22
年
５
月
14
日
（
金
）
10
時
～
15
時

　

福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白
河
支
部
構
内

　

０
２
４
８
（
２
２
）
３
３
８
１

転
出
・
転
居
さ
れ
る
世
帯
の
方
へ

　

引
越
し
な
ど
で
、
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
個
別
受
信
機
を
担
当
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
内
で
の
転
居
で
引
き
続
き
新
住

所
で
も
受
信
機
の
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

戸
別
受
信
機
の
設
定
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
受
信
機
を
一
度
担
当
窓
口
へ

返
却
く
だ
さ
い
。　

戸
別
受
信
機
の
電
池
交
換
に
つ
い
て

　

受
信
機
の
乾
電
池
は
消
耗
品
で
す
の
で
、

万
が
一
の
災
害
時
に
備
え
て
、
年
に
一
度
の

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
乾
電
池
代

に
つ
い
て
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

戸
別
受
信
機
の
設
置
要
望
に
つ
い
て

　

転
入
お
よ
び
、
ま
だ
貸
与
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、
新
た
に
受
信
機
の
設
置
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
担
当
窓
口
に
て
申
請
く
だ

さ
い
。
申
請
書(

貸
与
協
定
書)

は
、
担
当

窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い
。

を
も
と
に
管
内
・
管
外
を
区
分
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
申
請
者
の
住
所
」
も
加
え
て
区
分

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
使
用
料

　

・
管
内　

４
万
円

　

・
管
外　

８
万
円

　

田
島
下
郷
町
衛
生
組
合

　

０
２
４
１
（
６
７
）
２
４
８
０

「
法
を
守
る 

あ
な
た
が
法
に
守
ら
れ
る
」

　
　
　
　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

　

憲
法
記
念
日
は
、
昭
和
22
年
５
月
３
日
の

日
本
国
憲
法
の
施
行
を
記
念
し
、
「
法
」
の

役
割
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た

記
念
日
で
す
。
ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
を
憲
法
週
間
と
し
て
、
各
種
行
事
を
開

催
し
ま
す
。

■
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
・
各
種
説
明
会

　

各
地
の
裁
判
所
で
は
、
法
廷
等
見
学
ツ

ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
催
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
最
寄
の
裁
判

所
の
総
務
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
無
料
法
律
相
談
会

　

平
成
22
年
度
の
憲
法
週
間
を
記
念
し
て
、

無
料
法
律
相
談
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
郡
山
市

　

平
成
22
年
５
月
６
日
（
木
）

　

郡
山
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
６
）
４
５
１
５

・
会
津
若
松
市

　

平
成
22
年
５
月
10
日
（
月
）
10
時
～
15
時

　

福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
会
津
若
松
支
部
構
内

　

０
２
４
２
（
２
７
）
０
２
６
４

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す

℡Ｆア 問

問

問

日日

日日

℡

℡

場場

場場

℡℡

℡℡田
島
地
域 

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
へ

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
１
０
開
催
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狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　

犬
を
飼
う
場
合
、
所
有
者
は
狂
犬
病
予
防

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
は
生
涯
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
年
に
１
回
、
必
ず
受
け

さ
せ
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

畜
犬
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
さ

せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、

獣
医
師
さ
ん
の
所
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

　
　

以
下
の
と
お
り

■
注
射
の
際
に
持
参
す
る
も
の

　

①
手
数
料　

狂
犬
病
予
防
注
射
１
頭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き
３
１
０
０
円

　
　

（
内
訳
）

　
　
　

注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

　
　
　

予
防
注
射
料
金　
　
　

２
５
５
０
円

※
新
規
登
録
の
場
合
、
前
記
狂
犬
病
予
防
注

　

射
料
金
の
ほ
か
に
登
録
手
数
料
３
０
０
０

　

円
が
必
要
で
す
。

　

②
問
診
票　
　

　

犬
の
所
有
者
の
方
へ
別
途
案
内
通
知
と
と

　

も
に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

　

事
項
を
明
記
し
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
注
射
を
行
う
際
の
お
願
い

・
犬
の
体
は
清
潔
に
し
、
安
静
状
態
で
連

　

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
引
綱
は
、
丈
夫
な
鎖
等
を
使
用
し
、
首

　

輪
の
点
検
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

・
犬
が
妊
娠
・
病
気
等
の
状
態
に
あ
る
と

　

き
は
、
必
ず
注
射
前
に
申
し
出
て
獣
医

　

師
の
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
フ
ン
の
始
末
の
で
き
る
物
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

・
犬
が
死
亡
し
た
り
、
譲
っ
て
飼
育
し
て

　

い
な
い
場
合
は
届
出
て
く
だ
さ
い
。

実施日５月 11 日（火）

今　生
枇杷の影運動公園
駐車場（永田橋下）

9：10 ～ 9：25

永　田
鷲神社前 9：35 ～ 9：45

林業研修センター前  9：50 ～ 10：00

高　野

生活改善センター前 10：10 ～ 10：20

猪股和美様宅前 10：25 ～ 10：35

佐藤和雄様宅前 10：40 ～ 10：50

下塩江 林業研修センター前 11：00 ～ 11：10

上塩江 多目的集会センター前 11：15 ～ 11：25

福米沢
八巻昭夫様宅前 11：30 ～ 11：40

桧沢地区公民館前 11：45 ～ 12：00

金井沢 多目的集会センター前 13：30 ～ 13：40

大豆渡 大豆渡屯所前 13：50 ～ 14：00

黒　沢 旧静川郵便局前 14：05 ～ 14：15

針　生

管理棟前 14：25 ～ 14：35

針生屯所前 14：40 ～ 14：55

平野オチウ様宅前 15：00 ～ 15：10

石橋バス停前 15：15 ～ 15：25

実施日５月 12 日（水）

藤　生
藤生集会センター前 9：10 ～ 9：30

上野ふれあいセンター前 9：35 ～ 9：50

古　今 生活改善センター前 10：00 ～ 10：15

糸　沢 林業研修センター前 10：25 ～ 10：40

滝　原
猪俣力三様宅前 10：50 ～ 11：05

君島正博様宅前 11：10 ～ 11：25

萩　野 萩野集会所前　 11：35 ～ 11：45

羽　塩 林業研修センター前 13：15 ～ 13：30

関　本 農村環境改善センター前 13：40 ～ 14：00

川　島 渡部正之様宅前 14：10 ～ 14：30

中荒井
旧中荒井住宅跡地 14：40 ～ 15：00

生活改善センター前 15：10 ～ 15：25

実施日５月 13 日（木）

西　町 西町屯所前 9：10 ～ 9：20

新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 9：30 ～ 9：50

松　下 町営住宅水防倉庫前 10：00 ～ 10：15

大町・丹藤 行司ＮＨＫ中継所 10：25 ～ 10：40

丹　藤 丹藤公民館前 10：50 ～ 11：05

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 11：15 ～ 11：30

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 13：00 ～ 13：30

役場本庁舎前 13：40 ～ 14：10

本町・東町
・横町

南会津保健福祉事務所 14：20 ～ 15：05

横　町
（南下原地内）

山本敏廣様宅前 15：20 ～ 15：35

実施日５月 16 日（日）

田島地域の方で、上記４日間の間に受けられなかった

場合は、必ず下記会場のいずれかで受けてください。

田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：50

荒　海 農村環境改善センター前 10：10 ～ 10：55

桧　沢 桧沢地区公民館前 11：15 ～ 12：00

実施日５月 13 日（木）

田　部 生活改善センター前 9：10 ～ 9：30

水　無
渡部秀一様宅前 9：40 ～ 9：50

湯田ヨシ子様宅前 10：00 ～ 10：15

栗生沢 生活改善センター前 10：25 ～ 10：45

小出原
室井運吉様宅前 11：00 ～ 11：10

津田清様宅前 11：20 ～ 11：30

長　野
(有 )南会津農産前 13：20 ～ 13：30

長野林業研修センター前 13：40 ～ 14：00

田部原
１・２

田部原第２地区集会所前 14：10 ～ 14：30

田部原コミュニティーセンター前 14：40 ～ 15：00

《 田 島 地 域 》
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実施日４月 26 日（月）

木　伏 木伏集会所前 9：30 ～ 9：40

大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00

山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30

台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50

鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10

宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50

片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20

下　山 下山集会所前 13：30 ～ 13：40

和泉田 和泉田改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

実施日４月 27 日（火）

木　賊 木賊集会所前 9：00 ～ 9：10

上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20

小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30

穴　原 停留所前 9：40 ～ 9：50

たのせ 停留所前 9：55 ～ 10：05

塩ノ原 芳賀ウメノ様宅前 10：10 ～ 10：20

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40

芳賀幹様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10

戸　中 戸中公民館前 11：15 ～ 11：25

熨斗戸 星ラジオ店様前 11：35 ～ 11：45

伊与戸 星隆様宅前 11：50 ～ 11：55

押　戸 芳賀春子様宅前 13：20 ～ 13：25

貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：40

湯ノ花
星健一様宅前 13：50 ～ 14：00

星酒店様前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

実施日４月 28 日（水）

番　屋 五位野幸雄様宅前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下生活改善センター前 9：15 ～ 9：25

みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 公民館前 9：40 ～ 9：45

井　桁 公民館前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：20

高杖原 高杖原集会所前 10：25 ～ 10：40

八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：55

森　戸 星好美様宅前 11：00 ～ 11：10

実施日５月 10 日（月）

多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35

青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55

小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10

宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20

浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35

白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55

古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30

耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40

大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55

小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40

渓山様前 13：50 ～ 14：00

《 舘 岩 地 域 》

《 南 郷 地 域 》

《 伊 南 地 域 》

■問い合わせ

本庁環境水道課環境衛生係　 　　℡0241-62-6140　　舘岩総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-78-3335

伊南総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-76-7717　　南郷総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-72-2114
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◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※日程が変更になることがあります。 通知をご確認下さい。

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　４月２１日 水

３～４ヶ月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成２１年１２月生まれ

　５月１９日 水 平 成 ２ ２ 年 １ 月 生 ま れ

　５月２０日 木 ２歳児歯科健康診査 12：30 ～ 13：00 平成２０年４～５月生まれ

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

　４月２０日 火 １ 歳 児 健 康 相 談

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２１年３～４月生まれ

　５月　７日 金 乳 児 健 康 相 談
【 田 島 地 域 の お 子 さ ん 】

平成２１年９～１１月生まれ

　５月２６日 水 乳 幼 児 健 康 相 談 ９：30 ～９：45 伊 南 会 館

【舘岩・伊南・南郷地域　

　 　 　 　 の お 子 さ ん 】

平成２１年３～５月生まれ　

平成２１年９～１１月生まれ

4・5 月の健診（検診）のご案内

４・５月の日曜当番医

　４月１８日 みなみあいづ眼科 　TEL 0241-63-3011 

　　　２５日 きむらクリニック 　TEL 0241-62-5576

　５月　２日 佐藤医院（下郷町）　TEL 0241-67-2134 

　　　　９日 高橋医院 　　　　　TEL 0241-62-0040

　　　１６日 芳賀医院（下郷町）　TEL 0241-67-2128 

　　　２３日 長谷川医院　　　 　TEL 0241-62-0032

　　　３０日 馬場委員　　　　 　TEL 0241-62-0141

　※ 午前中のみの診察となります　ご注意ください

■保健センター開放日■

　就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。ご利用ください！

【伊南保健センター「すこやか」】

毎週火曜日１０：００ ～１２：００

このページの記事に関するお問い合わせは ・ ・ ・

　　　田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

　　　舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

　　　伊南地域　伊南総合支所住民課　　℡０２４１－７６－7713

　　　南郷地域　南郷総合支所住民課　　℡０２４１－７２－２２２５

献血のお知らせ 

　町内で行われる献血は右記のとおりです。

　人間一人ひとりの血液は、たとえ血液型が同じ

でも微妙に違います。このため、複数の献血者か

らの血液をあわせて一人の患者さんに輸血するほ

ど、副作用（発熱、発疹など）発生の可能性が高

くなります。

 たとえば、８００mL を患者さんに輸血する場合、

２００ｍ L献血では、４人分の血液が必要となり

ます。しかし、４００ｍ Lの献血では２人分の血

液で間に合うことになります。ぜひ、患者さんに

とってより安全性の高い４００ｍＬ献血にご協力

をお願いします。

４月３０日（金）

　・広域消防署　　　　　　10：00 ～ 11：00

　・田島ホーム　　　　　　11：30 ～ 13：00

　・南会津病院　　　　　　14：30 ～ 16：30

５月１３日（木）

　・南郷総合センター前　　10：00 ～ 13：00

　・伊南会館　　　　　　　14：30 ～ 15：30

　・㈱スミタフォトニクス　16：00 ～ 16：40

５月１４日（金）

　・ふれあいセンター前　　14：00 ～ 15：00

　・南会津高等学校前　　　15：20 ～ 16：30

５月１９日（水）

　・飯野製作所　　　　　　10：00 ～ 11：30

　・セコニック田島工場　　12：00 ～ 13：00

　・ＪＡ会津みなみ　　　　14：30 ～ 16：00
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ポリオ予防接種　～ご確認ください～

　春と秋に、集団で行う予防接種です。お住まいの地域がどの接種

グループかをご確認の上、日程に従って受けてください。

まだ受けてない子には、必ず接種するようにしてください。

このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかったお子

さんを紹介します。

今月は７人のおともだちがむし歯ゼロでした！おめで

とうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！

むし歯ゼロで元気な笑顔

馬場 謙生くん

（南郷）

稲本 笑子ちゃん

（田島）

酒井 大知くん

（南郷）

大竹 泰誠くん

（田島）

玉川 知奈ちゃん

（田島）

原 柚羽ちゃん

（田島）

星 咲弥花ちゃん

（田島）

【ポリオ予防接種の注意事項】

・ＢＣＧ予防接種を受けていないお子さんはＢＣＧを優先して接種してください。

・該当する予防接種予診票に必要事項を記入し、母子手帳と一緒に持参ください。

・下痢をしている場合は接種できません。

・体温は会場で測定します。

・医療機関を受診している場合には、担当医師に予防接種を受けてもよいかご確認ください。

・予防接種の説明書（配布されている予防接種手帳や予防接種便利帳など）を読んで、予防接種に

　ついてご理解の上、会場へおこしください。

・ポリオ予防接種の前に別の予防接種を受けている場合は、接種間隔にご注意ください。

・できる限りご自分のグループでお受けください。

・Ａ、Ｂグループの方で、Ｃグループへの接種を希望される場合は、ワクチンが不足する場合が

　あるため、事前にご連絡ください。

日 程 受付時間 会 場 対 象 者

４月２８日 水 13：00 ～ 14：00
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成 21 年 11 月以前に生まれ、90 ヶ月 (7

歳 6 ヶ月 )未満で、2回終了していない

お子さん

【接種グループ】

　田島地域（永田・今生・松の下・丹藤・長野・田部・水無・小出原・栗生沢・針生・黒沢・大豆渡・

　　　　　　金井沢・福米沢・上塩江・下塩江・高野・中荒井・川島・関本・藤生・古今・糸沢・

　　　　　　羽塩・滝原）

※上記の地域のお子さんが対象になりますが、他のグループで受けられなかったお子さんも接種可能です。
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国民年金相談会を開催します

薬物乱用の危険性・有害性について考えてみませんか

　今まで開催されていました社会保険事務所の年金出

張相談は、平成２２年３月で廃止となりました。

　これに変わり、平成２２年４月より身近な年金相談

窓口として、町独自で年金相談会を開催します。

　円滑な相談を実施するため、予約制になりますので、

希望される方は下記によりお申込みください。

　薬物乱用は、無限大の可能性のある皆さんの将来を台無しにしてしまいます。

町内の青少年の皆さん、進学や就職のため町を離れてがんばっている皆さん、

薬物乱用の危険性・有害性について考えてみませんか。

　大切な自分や家族のために、絶対に薬物乱用の甘い誘いにのって

はいけません。

　危険な場所に近づかないこと、逃げることも『勇気』です。

■相談内容　各種年金に関する相談及び各種届出書の記入方法

　　 　　（個人の年金額等の算定はいたしません）

■開 催 日　平成２２年４月から　毎月第３水曜日

　　 　　※８月は第３木曜日になります

■時 間　午前１０時から午後３時まで

　　 　　※相談時間は１人約３０分以内です

■会 場　御蔵入交流館 会議室１

■相 談 員　社会保険労務士　１名

■予約受付　本庁 住民生活課国保年金係

■予約方法　開催月の初日から電話にて受付いたします

■電話番号　０２４１－６２－６１２０

■相 談 日　４月２１日（水）、５月１９日（水）、６月１６日（水）

　　 　　７月２１日（水）、８月１９日（木）、９月１５日（水）

　　 　　１０月２０日（水）、１１月１７日（水）、１２月１５日（水）

　　 　　１月１９日（水）、２月１６日（水）、３月１６日（水）

■問い合わせ

　本庁住民生活課国保年金係

　℡ 0241-62-6120

■問い合わせ

　南会津町青少年育成町民会議 事務局　℡ 0241-62-6311

　麻薬・覚せい剤乱用防止センター　 　℡ 03-3581-7436

・１回だけなら平気さ　・やせられるよ

・肌がきれいになるよ　・ただの栄養剤だよ

・みんなやってるよ　　・ちょっと、ためしてみない

・イライラがとれてすっきりするよ

・眠気がとれて、勉強ができるよ

薬物乱用の

甘い誘い

答えは　ＮＯ！
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新しい総合振興計画の策定が始まります

町
では、今年度より新しい総合振

興計画の策定が始まります。

総
合振興計画は、将来の『南会津

町』のあるべき姿と、それを実

現するための政策を定めた "まちづく

りの道しるべ "となるものです。町の

行政はこの総合振興計画に基づいて行

われることから、時代の潮流や変化、

更には町を取り巻く課題を的確に把握

し、将来視点と展望に立ったまちづく

りの方向性と町の進むべき目標を示す

計画となるよう策定業務を進めていき

ます。

町
をより良い姿で次の世代へ引き継いでいくという『未来への責任』を果たす計画とな

るよう、町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

総 合 振 興 計 画

策定メンバーを募集します

　策定にあたっては、『厚生』『農林』『建設』『教育』

『商工観光』『行財政』の６つの分野に分かれて協

議を行い、それらを取りまとめたものを総合振興

計画の素案とします。

　皆さんも総合振興計画の策定メンバーとして、

町の職員と一緒に計画づくりに参加してみません

か。

　ボランティアによる参加となりますが、総合振

興計画の策定にご協力いただける方は、左のハガ

キを切り取り、希望する検討分野を選択し、ご住所、

電話番号、お名前を記入のうえ、４月２３日（金）

までにポスト

へ投函してく

ださい（切手

は不要です。）。

　皆さんの積

極的な参加を

お待ちしてお

ります。

■問い合わせ　　　　　

総合政策課 企画政策係

℡ 0241-62-6240　　　

総合振興計画策定参加申込書

申込み日　平成 22 年４月　日

参加を希望する検討分野に○を付けてください。（１つだけ選択）

※「総合振興計画の策定には参加したいが、特に希望する分野

は無い」という方は空欄のままで結構です。その場合は、事務

局側で検討分野を決めさせていただきます。

希望 検 討 分 野 想 定 さ れ る 協 議 内 容

厚 生 部 会 福祉関係、公共交通、自然環境 など

農 林 部 会 農業関係、林業関係 など

建 設 部 会 都市計画、道路、生活排水、景観 など

教 育 部 会 学校教育、生涯学習、文化振興 など

商工観光部会 商業、工業、定住支援、地域間交流 など

行 財 政 部 会 財政運営、税務、高度情報化 など

ご住所

〒　　　-

℡

お名前

総合振興計画策定メンバーとして、上記検討分野への協議に参加します。

申込み期限　平成 22 年４月 23 日（金）
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72

料金受取人払

差出有効期間

平成 22 年 12 月
31 日まで有功

（切手は要りません）

田島支店承認

郵 便 は が き

9 6 7 8 7 9 0-

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原
甲
三
五
三
一-

一

南

会

津

町

役

場

行

総

合

政

策

課

うつくしま、ふくしま。健康福祉祭

　「第１８回　すこやか福島ねんりんピック」

心の健康相談のお知らせ

　福島市および須賀川市において、高齢者のスポーツ・文化の総合イベント「第１８回 すこ

やか福島ねんりんピック」が開催されます。入場は無料ですのでお気軽にご来場ください。

　悩みや不安を抱え込んでいませんか？

南会津保健福祉事務所では、精神科医師による

「心の健康相談」を実施しています。相談は無料

です、この機会に、『心の健康』を取り戻してみ

ませんか？

■問い合わせ

　 （財）福島県老人クラブ連合会  ℡ 024-523-2131

　　福島県高齢福祉課　　　　　　℡ 024-521-7197

日 程 内 容 会 場

５月２０日（木）

総合開会式 あづま総合体育館ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

卓球交流大会 あづま総合体育館ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

ﾃﾆｽ交流大会 あづま総合運動公園ﾃﾆｽｺｰﾄ

ｿﾌﾄﾃﾆｽ交流大会 福島市庭球場

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ交流大会 あづま総合運動公園第 2多目的運動広場

ﾍﾟﾀﾝｸ交流大会 あづま総合運動公園ﾐﾆ多目的広場

弓道交流大会 福島市武道館弓道場

剣道交流大会 福島市武道館剣道場

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ ･ ｺﾞﾙﾌふれあい交流大会 十六沼公園ｻｯｶｰ場

ｳｫｰｸﾗﾘｰふれあい交流大会 あづま総合体育館前ｽﾀｰﾄ ･ ｺﾞｰﾙ

なぎなたふれあい交流大会 あづま総合体育館ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ

太極拳ふれあい交流大会 国体記念体育館ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ・軽ｽﾎﾟｰﾂ室

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙふれあい交流大会 あづま総合体育館ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

ﾀｰｹﾞｯﾄ ･ ﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌふれあい交流大会 あづま総合運動公園ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ広場

ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽふれあい交流大会 国体記念体育館ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

ｸﾛﾘﾃｨｰふれあい交流大会 福島体育館

ﾃﾞｨｽｸｺﾞﾙﾌふれあい交流大会 あづま総合運動公園せせらぎ・桜の広場

ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌふれあい交流大会 須賀川市八幡岳ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場

囲碁交流大会 あづま総合体育館会議室

将棋交流大会 国体記念体育館研修室

５月１９日（水）・２０日（木）ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ交流大会 十六沼公園ｽﾎﾟｰﾂ広場

６月３日（木） ｺﾞﾙﾌ交流大会 宇津峰ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ

◆日　時　平成 22 年 4 月 21 日（水）

　　　　　13：30 ～ 15：30

◆担　当　精神科医

※予約制ですので、事前にお申込ください

◆対応時間　月～金曜日　8：30 ～ 17：00

※個人の秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

上記の日時以外にも保健師が相談をお受けします。

まずは下記連絡先にお電話を。

朝になるとおなかが痛くなる、学校を休むことが多

い、学校や職場に行けない、部屋に引きこもりがち

で接し方がわからない…などで悩んでいませんか？

南会津保健福祉事務所では、不登校や引きこもり等

の悩みをもっている家族の相談をお受けしています。

■予約・問い合わせ

　南会津保険福祉事務所　℡ 0241-63-0305
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新着本紹介のご案内

【児童図書】

『老子』にまなぶ人間の自信　 　　井出　元∥監修

くじけそうなときには　　　宇佐美　百合子∥著

オシムからの旅　　　　　　　　木村　元彦∥著�

郷土をつくった偉人事典　　　　上田　孝俊∥監修�

はじめまして人間たち 　　きむら ゆういち∥作・絵

へんてこりんでステキなあいつ　那須　正幹∥作

トーキョー・クロスロード　　　浜野　京子∥著

かえんだいこ　　　　　　　　　　川端　誠∥作

にこちゃんのママのて　 　あきやま ただし∥作・絵

質問絵本　　　　　　　　　　　五味　太郎∥著

ペネロペのいちにち　　　アン　グットマン∥文

【一般図書】

勉強会に１万円払うなら、上司と３回飲みなさい

　　　　　　　　　　　　　　　　　前川　孝雄∥著

池上彰の親子で新聞を読む！　　　　　池上　彰∥著

片づけたがり　　　　　　　　　　山本　ふみこ∥著

風の詩　　　　　　　　　　　　　　星野　富弘∥著

世界で一番乙女な生きもの　　　　　光浦　靖子∥著

コロヨシ！！　　　　　　　　　　　三崎　亜記∥著

岸辺の旅　　　　　　　　　　　　湯本　香樹実∥著

君たちに明日はない　　　　　　　　垣根　涼介∥著

白い花と鳥たちの祈り　　　　　　河原　千恵子∥著

ももこのまんねん日記　　　　　さくら　ももこ∥著

が休館日
開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

５月の休館日４月の休館日

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30
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≪こどもの読書週間のご案内≫
　『こどもたちにもっと本を！』との願いから、「こ

どもの読書週間」は１９５９年（昭和３４年）には

じまりました。もともとは、５月５日の「こどもの日」

を中心とした２週間（５月１日～１４日）でしたが、

２０００年より、今の４月２３日（世界本の日・子

ども読書の日）～５月１２日になりました。

　この期間中、図書館においては、下記のイベント

を実施します。

わくわくとしょかんワーク 親子映画会

　親子で楽しめるいろいろな映画を上映し

ます。入場無料となっていますので、お気

軽にご参加ください。

■日　時

　平成２２年４月２４日（土）

　　１０：３０～１６：００（入退場自由）

　　※１２：００～１３：００は休憩

■場　所

　御蔵入交流館 多目的ホール

たくさん読もう･チャレンジ

　　　　　　　　　（小学生以下対象）

　期間中、１０冊以上

の読書に挑戦しよう。

見事ゴールした人はカ

ウンターまでお知らせ

ください。

■期　間

　平成２２年４月２３日（金）

　      　　　　～　５月１２日（水）
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地上デジタル放送の準備をお早めに！

～泉崎村の名所紹介～

烏峠（からすとうげ）と烏峠稲荷神社

烏峠稲荷神社は、泉崎村最高峰『烏峠（からす

とうげ）』の山頂に鎮座しています。

いわれ古い神社で、伝説上の創建は平安時代ま

でさかのぼりますが、現在の本殿は江戸時代

中期末から後期頃にかけて造られたものです。泉崎

村の重要文化財として指定を受けている本殿には、

七福神や中国思想、龍や鳳凰、獅子などの見事な彫

刻が施されています。

また、歴代の白河藩主からも絶大なる庇護を受

けており、松平定信公からは『正一位稲荷大

明神』の称号を受けています。

泉崎村より、こんにちは

ｖｏｌ．14

烏峠稲荷神社と烏峠は、周辺住民のシンボル

として『とうげさま』の愛称で親しまれて

おり、山頂から望む美しい眺望や四季折々の植

生が楽しめることから年間を通じて多くの人々

が訪れます。

南会津町の皆さん泉崎村に来た際には、ぜひ

お立ち寄り下さい。

■問い合わせ

　泉崎村学校教育課　℡ 0248-54-1533
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成
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　アナログ放送は、通常の放送が平成２３年

（２０１１年）６月末に終了し、７月１日からの放

送終了のお知らせ画面の表示を経て、７月２４日

正午にすべての放送が終了（完全停波）します。

したがって、それまでの間に、地上デジタル放送

を視聴するための準備を完了する必要があります。

　地上デジタル放送を視聴するには、①地上デジ

タル放送対応のテレビに買い換える、②地上デジ

タルチューナーを買い足す、③ケーブルテレビで

視聴する、といった方法があります。

　また、共同アンテナ施設でテレビをご覧の方は、

デジタル化のための施設改修が必要と」なる場合

がありますので、施設管理者へご相談ください。

　これらの地デジの準備に当たり、「何をすればよ

いか分からない」という方や「テレビを買ったの

にデジタル放送を受信できない」という方には、

総務省テレビ受信者支援センター（デジサポ）が

お手伝いします。詳しくは、デジサポのホームペー

ジをご覧いただくか、総務省地デジコールセンター

までお電話ください。

■問い合わせ

　・デジサポ（総務省テレビ受信者支援センター）

　　ホームページ　http://digisuppo.jp

　・総務省地デジコールセンター

　　　℡ 0570-07-0101（ナビダイヤル）

　　IP 電話等、つながらない場合は、

　　　℡ 03-4334-1111

　　　（平日 9：00 ～ 21：00　土日祝日 9：00 ～ 18：00）

　・本庁総合政策課広報情報係

　　　℡ 0241-62-6210
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開催期間 イベント内容 開催場所

4月1日～9月下旬 渓流釣り解禁 町内全地域

4月24日（土） 南会津桜ウォーク 田島地域

4月中旬・下旬 うえんで桜まつり（ライトアップ、出店等 ) 小塩地区（伊南）

5月9日（日） 長卸山山開き 木賊地区（舘岩）

5月16日（日） ママチャリ 7時間耐久レース in 南会津 会津高原たかつえカントリークラブ（舘岩）

5月30日（日） 大嵐山・湯ノ倉山山開き 湯の花地区（舘岩）

5月上旬 鋏山山焼き 藤生地区（田島）

5月中旬～6月下旬 藤生観光ワラビ園開園 藤生地区（田島）

5月中旬 駒止湿原山開き 針生地区（田島）

6月13日（日） 田代山山開き 水引地区（舘岩）

6月13日（日） 自然学校ｉｎ南会津（無農薬田植え体験） 古町地区（伊南）

6月19日（土） ひめさゆり祭 高清水自然公園（南郷）

6月20日（日） 七ケ岳山開き 黒森沢登山口・たかつえスキー場（舘岩）

6月 27 日（日） 渓流釣り大会 木賊地区（舘岩）

6月 27 日（日） 三ツ岩岳山開き 小豆温泉三ツ岩岳登山口（伊南）

6月中旬・下旬 ひめさゆり早朝撮影会 高清水自然公園（南郷）

6月中旬・下旬 ひめさゆり森林ウォーク 高清水自然公園（南郷）

7月 22 日（木）～ 24 日（土）会津田島祇園祭 田島地域

7月25日（日） 自然学校ｉｎ南会津（川遊び体験） 浜野地区（伊南）

7月31日（土） 会津高原たていわ夏まつり たかつえスキー場（舘岩）

7月31日（土） 大桃夢舞台 大桃地区（伊南）
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 続・『やまはく』　　～ 今年も続く南会津やまなみ泊覧会 ～

昨
年４月のオープニングセレモニーを皮切りにスタートした「やまはく」。町内のさまざまな地域

で関連イベントが行われ、町外のお客様に対して、住民の皆さんのおもてなしの心、温かい心

が十二分に伝わったのではないでしょうか。

今年も各地で関連イベントが開催されます。昨年訪れた方々をはじめ、話題を聞きつけて訪れる

方など、さまざまな方が来られることでしょう。これらの方々をわたしたちの温かい心で、お

迎えしましょう。また、広くてたくさんの資源がある町をみんなで楽しみましょう。

■問い合わせ

　本庁 総合政策課　℡ 0241-62-6240

ママチャリ７時間耐久レース
　　　　　　　　　　　　ｉｎ 南会津

ご当地Ｂ級グルメフェア　同時開催

■開催日

　平成２２年５月１６日（日）

■チーム構成

　・１チーム２名以上８名まで

　・中学生以上の健康な男女

■車輌規定

　・一般市販のホームサイクル、シティサイクルの無改

　　造のもの（レンタル自転車も用意できます [要予約 ]）

■参加申込み受付

　平成２２年４月３０日（金）まで　（当日消印有効）

春の薫りがただよう新緑の中を、爽快にサイクリン

グしてみませんか？

■申込み・問い合わせ

　南会津ママチャリ実行委員会事務局

　℡ 0241-78-3191 FAX 0241-78-5157

　ホームページ　http://www.mamachari.info/


